
は
じ
め
に

内
閣
制
度
成
立
に
先
立
つ
明
治
前
期
、
近
代
官
僚
制
導
入
に
伴
っ
て
文
書
主
義

に
基
づ
く
文
書
行
政
の
体
系
が
整
え
ら
れ
、
行
政
の
過
程
に
お
い
て
膨
大
な
公
文

書
が
作
成
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
非
現
用
と
な
っ
た
も
の
は
、
政
府
が
記
録
収
集
と

編
纂
を
志
向
し
た
こ
と
か
ら
、
各
行
政
機
関
に
お
い
て
設
け
ら
れ
た
記
録
組
織
に

よ
り
保
存
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
火
災
や
震
災
・
敗
戦
等
に
よ
る
喪
失
を
経
な
が
ら

も
一
定
数
が
残
存
し
て
当
時
の
政
策
決
定
過
程
や
文
書
行
政
の
検
証
を
可
能
と
し

て
い
る
（
１
）。
内
閣
制
度
成
立
以
前
の
明
治
前
期
の
公
文
書
を
用
い
た
行
政
過
程
等
の

研
究
で
は
外
務
省
の
も
の
が
進
ん
で
お
り
（
２
）、

他
に
太
政
官
（
３
）な

ど
の
公
文
書
処
理
や

保
存
に
至
る
過
程
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

公
文
書
が
多
く
残
存
し
、
研
究
に
用
い
ら
れ
て
い
る
行
政
機
関
と
し
て
は
陸
・

海
軍
省
が
あ
る
。
終
戦
時
に
組
織
的
な
焼
却
が
行
わ
れ
た
（
４
）も
の
の
、
疎
開
さ
れ
て

い
た
数
万
点
の
公
文
書
類
が
米
軍
に
接
収
さ
れ
た
。
そ
の
後
昭
和
三
三
年
（
一
九

五
八
）
に
大
半
が
日
本
側
に
返
還
さ
れ
、
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
室
（
現
・
防

衛
研
究
所
戦
史
研
究
セ
ン
タ
ー
）
に
収
蔵
さ
れ
現
在
に
至
る
（
５
）。
国
立
公
文
書
館
ア

ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
ア
ジ
歴
）
に
よ
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開

さ
れ
て
お
り
、
利
用
が
し
や
す
い
こ
と
も
特
筆
さ
れ
る
。

「
ア
ジ
歴
」
公
開
の
防
衛
研
究
所
所
蔵
史
料
の
う
ち
、
明
治
前
期
の
行
政
の
分

析
に
寄
与
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
資
料
群
階
層
「
防
衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省

大
日
記
」
と
し
て
区
分
さ
れ
る
、「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
と
総
称
さ
れ
る
（
６
）文
書
群

で
あ
る
。
大
部
分
は
明
治
初
年
か
ら
終
戦
に
至
る
陸
軍
省
等
の
公
文
書
や
そ
の
写

し
を
編
綴
し
た
簿
冊
で
あ
り
、
陸
軍
省
内
の
意
思
決
定
や
陸
軍
軍
政
の
分
析
を
可

能
と
す
る
。
し
か
し
、「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
来

『
陸
軍
省
大
日
記
』
と
呼
称
さ
れ
る
べ
き
簿
冊
群
以
外
に
も
様
々
な
性
格
の
簿
冊

が
含
ま
れ
て
い
る
。
か
つ
「
ア
ジ
歴
」
に
お
け
る
そ
の
分
類
は
作
成
者
・
年
代
や

目
的
な
ど
、
各
簿
冊
の
性
格
が
明
確
に
示
さ
れ
な
い
雑
然
と
し
た
も
の
で
、
利
用

に
困
難
が
残
っ
て
い
る
。

さ
て
、
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
日
本
史
学
専
門
分
野
・
明
治
期

明
治
前
期
陸
軍
省
の
公
文
書
処
理
・
保
存
に
関
す
る
試
論

―
―
「
陸
軍
省
大
日
記
」
を
中
心
と
し
て
―
―

菊

地

智

博

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要

第
二
十
四
号

二
〇
二
〇
年
三
月

47



社
会
経
済
史
演
習
（
担
当：

鈴
木
淳
教
授
）
に
お
い
て
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
の

「
公
文
録
」
を
中
心
と
し
た
太
政
官
関
係
公
文
書
を
題
材
と
し
た
発
表
が
重
ね
ら

れ
、
太
政
官
制
期
の
公
文
書
決
裁
や
意
思
決
定
に
つ
い
て
知
見
が
蓄
積
さ
れ
て
い

る
。
筆
者
は
「
公
文
録
」
中
の
陸
軍
省
関
係
史
料
の
検
討
過
程
に
お
い
て
「
陸
軍

省
大
日
記
類
」
を
分
析
し
、
前
述
の
点
に
若
干
の
知
見
を
得
た
。

本
稿
は
、
か
か
る
知
見
を
今
後
の
明
治
前
期
陸
軍
省
研
究
に
資
す
る
べ
く
整
理

を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
に
含
ま
れ
る
資
料
群
の
う
ち
、

陸
軍
省
の
公
文
書
処
理
・
保
存
に
関
し
て
未
だ
不
明
な
点
の
多
い
明
治
前
期
（
お

よ
そ
明
治
一
九
年
の
内
閣
制
度
成
立
以
前
）
の
も
の
を
対
象
と
し
、
該
当
時
期
の

法
令
・
規
定
に
沿
っ
て
現
存
す
る
資
料
群
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で

明
治
前
期
の
陸
軍
省
に
お
け
る
文
書
処
理
・
保
存
の
様
相
を
史
料
に
即
し
て
解
明

し
た
い
。第

一
章
「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
の
分
析

第
一
節

明
治
前
期
陸
軍
省
の
文
書
処
理
規
定

陸
軍
省
文
書
の
様
式
や
処
理
規
定
に
つ
い
て
は
、
文
書
群
の
歴
史
学
的
重
要
性

に
よ
っ
て
度
々
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
。
戊
辰
戦
争
期
以
降
の
軍
事
関
係
文
書
の

管
理
や
保
存
・
編
纂
に
つ
い
て
は
最
近
箱
石
大
氏
が
整
理
し
て
い
る
（
７
）ほ
か
、
明
治

期
に
関
し
て
は
近
藤
新
治
氏
が
一
般
的
な
文
書
様
式
を
整
理
し
た
上
で
、
文
書
番

号
（
８
）や
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
以
降
の
『
陸
軍
省
大
日
記
』
に
つ
い
て
以
下
の

通
り
ま
と
め
て
い
る
（
９
）。

Ａ

永
久
保
存
大
日
記

�
大
日
記
甲
輯

�
大
日
記
乙
輯

�
密
大
日
記

�
陸
機
密
大
日
記

�
欧
・
西
・
満
・
支
・
亜
の
各
大
日
記
（
１０
）

Ｂ

五
年
間
保
存
大
日
記
（
発
翰
元
区
分
）

�
壱
大
日
記
（
内
閣
・
省
院
・
府
県
）

�
弐
大
日
記
（
陸
軍
省
・
参
謀
本
部
な
ど
）

�
参
大
日
記
（
朝
鮮
軍
・
支
那
駐
屯
軍
・
運
輸
部
・
技
術
本
部
な
ど
）

�
肆
大
日
記
（
各
師
団
）
�
五
大
日
記
（
造
兵
廠
・
築
城
本
部
な
ど
）

『
陸
軍
省
大
日
記
』
に
関
し
て
こ
の
区
分
に
当
て
は
ま
る
簿
冊
の
年
代
域
は
基

本
的
に
明
治
一
九
年
三
月
以
降
に
限
ら
れ
（
１１
）、
そ
れ
以
前
の
『
陸
軍
省
大
日
記
』
は

異
な
る
区
分
に
従
っ
て
編
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

明
治
一
九
年
以
前
の
陸
軍
省
の
文
書
処
理
に
つ
い
て
は
、
日
本
軍
全
般
の
公
文

書
管
理
の
視
点
か
ら
齋
藤
達
志
氏
の
整
理
（
１２
）が
あ
る
ほ
か
、『
近
代
日
本
公
文
書
管

理
制
度
史
料
集
』
に
お
い
て
熊
本
史
雄
氏
が
比
較
的
詳
細
な
整
理
を
行
っ
て
い
る
（
１３
）。

し
か
し
、
規
定
類
の
一
部
の
検
討
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
詳
細
な
状
況
は
判
明
し

な
い
上
、
具
体
的
な
文
書
や
簿
冊
に
拠
っ
た
検
討
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

以
下
で
は
、
具
体
的
な
検
討
に
先
立
ち
、『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料

集
』
お
よ
び
『
法
規
分
類
大
全

兵
制
門
（
１４
）』
を
利
用
し
、
明
治
前
期
に
お
け
る
陸

軍
省
の
文
書
処
理
に
関
す
る
規
定
を
概
観
し
た
い
。

陸
軍
省
に
お
い
て
初
め
て
文
書
処
理
に
つ
い
て
規
定
さ
れ
た
の
は
、
明
治
六
年

三
月
の
「
陸
軍
省
条
例
（
１５
）」
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
処
理
規
定
は
兵
部
省
陸
軍
部

時
代
の
明
治
四
年
に
定
め
ら
れ
た
「
兵
部
省
陸
軍
条
例
」
お
よ
び
「
省
中
書
類
往

復
回
達
等
ノ
順
序
（
１６
）」
か
ら
受
け
継
が
れ
た
も
の
で
あ
り
。
そ
の
後
明
治
一
九
年
の

陸
軍
省
官
制
大
改
正
に
至
る
ま
で
明
治
一
二
年
・
一
四
年
・
一
六
年
な
ど
（
１７
）に
改
正

を
経
て
い
る
が
、
概
ね
処
理
の
流
れ
は
同
じ
で
あ
る
。

流
れ
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
明
治
一
二
年
時
点
の
内
容
を
示
し
た
。
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受
領
・
送
達
に
関
す
る
規
定
の
ほ
か
、
総
務
局
（
明
治
一
二
年
第
一
局
か
ら
改

称
（
１８
））
内
に
設
け
ら
れ
た
記
室
（
記
室
課
）
に
よ
る
保
管
を
定
め
て
い
る
。

■
受
領
の
書
類

�
卿
官
房
に
お
い
て
陸
軍
省
へ
到
来
し
た
書
類
を
開
封
す
る

�
卿
の
確
認
が
不
要
↓
総
務
局
長
人
員
砲
兵
工
兵
会
計
等
の
印＝

担
当

す
る
各
局
を
示
す
（
１９
）

必
要
↓
更
に
�非
の
印
を
捺
す

�
課
僚
は
受
領
日
記
に
書
類
内
容
を
記
入
し
一
貫
し
た
番
号
を
付
す

�
該
当
局
に
送
付
、「
�非
」
は
卿
へ
呈
す

�
書
類
本
体
（
本
書
）
に
は
朱
字
で
到
着
日
時
と
受
領
日
記
の
番
号
を
記
入

�
各
局
で
は
各
局
そ
れ
ぞ
れ
の
「
本
日
記
」
に
全
文
を
写
す

�
受
領
番
号
の
下
に
「
本
日
記
」
の
番
号
を
記
す

	
密
書
も
し
く
は
卿
が
秘
密
に
す
べ
き
と
判
断
し
た
書
類
は
密
事
日
記
に
記
す

■
送
達
の
書
類

�
送
達
書
類
は
卿
／
総
務
局
長
の
検
印
の
後
、
総
務
局
で
浄
書
し
卿
官
房
へ
送
る

�
卿
官
房
で
は
送
達
日
記
に
内
容
を
記
し
て
一
貫
し
た
番
号
を
付
し
、
送
達
す
る

�
卿
が
親
し
く
太
政
官
な
ど
へ
呈
す
る
も
の
は
密
事
日
記
に
注
記
す
る

�
送
達
し
た
書
類
の
本
書
は
各
局
で
綴
っ
て
週
に
一
回
記
室
へ
納
め
る

■
記
室
に
お
け
る
保
管

�
記
室
に
は
新
庫
・
旧
庫
（
十
年
以
上
経
過
し
た
書
類
）
を
設
け
る

�
記
室
に
収
め
た
も
の
は
原
則
持
出
を
禁
じ
、
必
要
な
場
合
は
証
書
を
作
成
す
る

�
卿
官
房
の
受
領
日
記
・
送
達
日
記
は
一
週
間
ご
と
に
一
括
し
末
尾
に
房
長
・
参

謀
官
の
検
印
を
し
て
記
室
に
納
め
る

�
記
室
に
収
め
ら
れ
た
受
領
文
書
の
本
書
は
受
領
番
号
に
従
っ
て
編
輯
す
る

�
送
達
文
書
の
本
書
は
各
局
の
送
達
本
日
記
の
ま
ま
編
輯
す
る

�
編
輯
し
た
冊
子
の
題
号
は
年
・
番
号
・
期
間
を
記
し
、
書
類
の
量
に
従
い
綴
る

ま
と
め
る
と
、

（
一
）
陸
軍
省
へ
到
来
し
た
書
類
は
卿
官
房
に
て
「
受
領
日
記
」
に
控
え
ら
れ
た

の
ち
各
局
で
「
本
日
記
」
へ
留
め
ら
れ
る
。

（
二
）
送
達
さ
れ
る
書
類
は
第
一
局
（
総
務
局
）
で
清
書
さ
れ
、
卿
官
房
で
「
送

達
日
記
」
に
控
え
ら
れ
る

（
三
）
受
領
／
送
達
さ
れ
た
文
書
の
本
書
は
処
理
後
、
記
室
で
綴
ら
れ
保
管
さ
れ

ると
い
う
流
れ
が
確
認
で
き
る
。

第
二
節

残
存
簿
冊
の
分
類
体
系
と
文
書
番
号

前
項
で
確
認
し
た
規
定
中
に
現
れ
る
各
簿
冊
の
現
物
は
防
衛
省
防
衛
研
究
所
所

蔵
で
「
ア
ジ
歴
」
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
多
く
は
「
陸
軍
省
大
日
記
類
」

に
含
ま
れ
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
の
残
存
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な

体
系
に
従
っ
て
分
類
・
編
成
さ
れ
て
い
た
か
を
整
理
し
た
い
。

「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
に
含
ま
れ
る
明
治
前
期
の
主
要
な
簿
冊
に
は
、
表
紙
に

「
大
日
記
」
等
と
記
さ
れ
た
本
来
的
な
『
陸
軍
省
大
日
記
』
に
加
え
、『
送
達
日

記
』『
受
領
日
記
』、
さ
ら
に
記
室
で
最
終
的
に
編
綴
・
保
管
さ
れ
た
簿
冊
の
三
種

類
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
み
て
ゆ
こ
う
。

１

明
治
前
期
の
『
陸
軍
省
大
日
記
』

本
来
的
な
『
陸
軍
省
大
日
記
』
の
う
ち
明
治
前
期
の
分
は
、
資
料
群
階
層
「
防

衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省
大
日
記
」
の
さ
ら
に
配
下
に
あ
る
資
料
群
「
陸
軍
省

大
日
記
（
２０
）」
に
大
半
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
先
に
触
れ
た
『
陸
軍
省
大
日

記
』
の
簿
冊
体
系
に
属
さ
な
い
明
治
一
九
年
三
月
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
各
年
ご

と
の
子
資
料
群
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
種
別
や
作
成
者
等
を
考
慮
し
た
も
の
で
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は
な
い
。

そ
れ
ら
『
陸
軍
省

大
日
記
』
の
ほ
ぼ
全

て
は
、【
図
一
】
の

よ
う
な
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
の
表
紙
が
付
さ
れ

て
い
る
。
中
央
に

「
大
日
記
」
の
文
字

を
置
き
、
そ
の
下
に

発
翰
元
な
ど
の
種
別
を
記
す
。
右
側
に
年
・
月
を
記
し
、
左
側
に
は
所
管
し
た
組

織
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
特
徴
的
な
の
は
左
肩
（
一
部
右
肩
）
に
一
文
字
な
い
し

二
文
字
の
符
号
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
文
書
番
号
は
こ
の

符
号
に
従
っ
て
付
番
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
、「
陸
軍
記
室
」
の
角
印
が

捺
さ
れ
て
い
る
。

作
成
者
は
多
く
が
陸
軍
省
秘
史
局
／
第
一
局
／
総
務
局
だ
が
、
一
部
は
第
五
局

第
八
課
（
２１
）、
参
謀
局
（
２２
）で
あ
る
。【
表
一
】
は
、
作
成
者
別
に
、
確
認
で
き
る
簿
冊
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

内
容
に
目
を
向
け
る
と
、
各
『
大
日
記
』
の
本
文
で
は
、
種
別
に
該
当
す
る
公

文
書
に
対
し
符
号
に
も
と
づ
い
た
年
ご
と
に
一
貫
す
る
番
号
（
第
一
局
・
総
務
局

の
場
合
「
月
＊
＊
＊
号
」「
総
日
＊
＊
＊
号
」
な
ど
）
を
付
し
、
順
に
収
録
し
て

い
る
。
具
体
的
に
は
後
掲
の
【
図
六
】
に
示
し
た
通
り
で
あ
り
、
各
文
書
の
写
し

の
冒
頭
に
一
貫
し
た
文
書
番
号
が
付
さ
れ
、
必
要
あ
る
も
の
に
関
し
て
は
陸
軍
卿

等
の
指
令
内
容
が
朱
な
ど
で
後
か
ら
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

ま
た
、
各
『
大
日
記
』
の
簿
冊
に
は
番
号
と
梗
概
を
記
し
た
目
次
が
付
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
目
次
は
筆
跡
が
冊
ご
と
に
一
様
で
あ
り
、
簿
冊
編
綴
の
際
に

ま
と
め
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

『
大
日
記
』
に
関
す
る
省
内
の
規
定
を
参
照
す
る
と
、
陸
軍
省
条
例
発
布
後
の

明
治
六
年
七
月
以
降
、
陸
軍
省
か
ら
各
局
に
対
し
て
各
局
の
所
管
帳
簿
類
を
規
定

す
る
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
第
一
局
第
一
課
（
の
ち
庶
務
課
）
に
対
し
日
〜
土
お

よ
び
布
の
符
号
の
つ
い
た
『
大
日
記
』
合
計
八
冊
の
主
管
を
定
め
た
ほ
か
（
２３
）、
各
局

第
一
課
（
第
五
局
の
み
第
八
課
）
そ
れ
ぞ
れ
に
『
大
日
記
』
一
冊
の
主
管
を
定
め

て
い
る
。
こ
こ
で
の
『
大
日
記
』
は
各
局
に
到
来
し
た
文
書
を
書
き
写
す
帳
簿
で

あ
り
、
陸
軍
省
条
例
に
い
う
「
本
日
記
」
に
当
た
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
一
局
の
総
務
局
改
称
後
、
明
治
一
三
年
の
「
総
務
局
各
課
主
務
分
定
竝
順

序
（
２４
）」
で
は
日
〜
土
大
日
記
（
庶
務
課
文
書
掛
）
の
ほ
か
に
恩
給
甲
・
乙
・
丙
・
丁

大
日
記
（
文
書
掛
、
明
治
一
六
年
よ
り
恩
給
掛
が
管
掌
（
２５
））、
達
甲
・
乙
・
丙
・
通

大
日
記
（
諸
達
掛
）
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
第
一
局
／
総
務
局
以
外
の
各

局
で
も
明
治
一
〇
年
代
に
は
多
数
の
「
大
日
記
」
の
表
題
が
つ
く
簿
冊
を
管
理
し

て
い
た
よ
う
だ
が
（
２６
）、【
表
一
】
に
示
し
た
通
り
、
第
五
局
・
参
謀
局
を
除
き
残
っ

て
い
な
い
。

と
も
あ
れ
、【
表
一
】
に
見
ら
れ
る
明
治
七
年
以
降
の
第
一
局
・
総
務
局
所
管

『
大
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
符
号
と
内
容
の
対
応
を
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

日：

太
政
官
か
ら
の
来
簡

月：

諸
省
な
ど
か
ら
の
来
簡

火：

諸
府
県
な
ど
か
ら
の
来
簡

水：

省
内
諸
局
よ
り
の
来
簡
・
本
省
の
達

木：
諸
鎮
台
／
工
兵
方
面
か
ら
の
来
簡
。
明
治
十
年
以
降
は
木
乾
・
木
坤
の
二
種

金：
陸
軍
諸
部
局
（
学
校
、
寮
・
司
な
ど
）
か
ら
の
来
簡

土：

省
外
へ
送
達
す
る
文
書

布：

太
政
官
・
諸
省
・
陸
軍
省
の
布
令

令
／
宣
旨
辞
令
進
退
諸
達
伺：

陸
軍
省
官
員
の
進
退
等
に
関
す
る
文
書

【図一】Ref : C０４０３０１４１４００
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【表一】
�陸軍秘史局

残存年＊

M５
M５
M５
M５

＊月毎に簿冊としてまとめられているものが多く、その年の全月分が揃っているものは少ない。以下同

�陸軍省第一局／総務局
残存年

M７，８，１３，１４，１５，１８，１９＊

M７，８，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１８，１９＊

M７，１０，１３，１７，１８，１９＊

M７，８，１０，１１，１２，１３，１４，１５，１７，１８
M７，１０
M１１，１３，１６，１７
M１１，１３，１６，１９＊

M７，９，１５，１９＊

M７，９，１０，１５，１９＊

M７
M７，９，１０，１２
M１５，１６
M１０，１３，１５，１９＊

M１２，１３，１５，１９＊＊

M１５，１９＊

M１５
M１５

＊１～２月のみ ＊＊１月～３月２日まで ＊＊＊M７のみ符号は表紙右上

�第五局第八課
残存年

M７
M８
M９

M１１

M１１

M１２
＊表紙右上

�参謀局
残存年

M７
M７
M７
M７

※このほか、西南戦争関係・台湾出兵関係のものが若干存在する。

符号
戊
己
庚
辛

符号
日
月
火
水
木
木乾
木坤
金
土
布＊＊＊

令＊＊＊

－
達甲
達乙
達丙
告
－

作成者
第八課
第八課
第八課
第五局
第八課
第五局
第五局
第八課

作成者
参謀局
参謀局
参謀局
参謀局

種別
太政官之部
諸省府県之部／府県之部
諸省府県之部／府県之部
省中之部

種別
太政官／正院左院式部寮
諸省使／省院庁
諸府県／使府県
諸局／局部／諸局参謀近衛病院軍馬教師
諸鎮台／砲工兵方面（M１０のみ）
六管鎮台／諸鎮台
砲工方面／砲工兵
諸寮司／校団裁判／学校団裁判所
官省使府県送達／諸向送達／送達
官省使及本省布達
文武官員辞令／宣旨辞令進退諸達伺
宣告辞令進退諸達伺
本省達書
本省達書
本省達書
告示之部
通報之部

符号
子ヵ＊

乾
坤＊

乾各鎮台

砲兵本支廠本病院病馬厩

近校団所軍馬囚獄

符号（表紙右上）
利
貞
亨
元

名称
大日記
大日記
大日記
大日記

名称
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記
大日記

名称
第五局大日記
第五局大日記
第五局大日記

大日記

大日記

大日記

名称
大日記
大日記
大日記
大日記

＃
１
２
３
４

＃
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１

＃
２２
２３
２４

２５

２６

２７

＃
２８
２９
３０
３１
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【表二】
�送達日記

備考

�受領日記
備考

＊経営部＝各鎮台等に置かれ、建造物等の営繕を行っ
た部署

＊台湾出兵関連か

太政官・諸省・府県・開拓使など
各局・参謀本部など
軍医本部・病馬厩・士官学校・近衛局・軍馬局など
各鎮台
東京・大阪砲兵工廠、工兵各方面など
進退関係
太政官・元老院・諸省。
番号「壱第＊＊＊号」
各鎮台。鎮台別に分類。
番号「肆第＊＊＊号」
番号「弐第＊＊＊号」
各鎮台。番号「肆第＊＊＊号」
各鎮台。番号「肆第＊＊＊号」
番号「伍第＊＊＊号」
番号「参第＊＊＊号」
番号「壱第＊＊＊号」

各局。番号「弐第＊＊＊号」
近衛局・士官学校など。番号「参／進第＊＊＊号」
各鎮台。番号「肆／進第＊＊＊号」
工兵方面・砲兵工廠など。番号「伍／進第＊＊＊号」
内閣。番号「壱第＊＊＊号」

＊位置は「符号」の箇所（左上）

�受領日記符号別一覧
発翰元

太政官・内閣、諸省、（府県、開拓使）
各局、参謀本部
近衛局、士官学校、軍医本部、病馬厩、軍馬局など
各鎮台
工兵方面・砲兵工廠など
進退関係

残存年代
M７，８，９
M７，８

残存年代
M７
M７
M７

M７
M８
M１３
M１３
M１３
M１３
M１３
M１３
M１３

M１５

M１６，１７
M１６，１７
M１７
M１６，１７
M１６，１７
M１６
M１６
M１９
M１８，１９
M１８
M１８，１９
M１８
M１９

作成者
卿官房
官房

作成者
卿官房
卿官房
卿官房

卿官房
卿官房
卿官房
卿官房
卿官房
卿官房
卿官房
卿官房

総務局庶務課

総務局庶務課

総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局
総務局

総務局
M１３，１６，１９
M１６，１７，１８，１９
M１６，１７，１８
M１５，１６，１７，１８，１９
M１６，１７，１８

符号
送
辞

符号
青
黄
方

蕃
進
壹
弐
参
肆
伍
進
－

－

－
－
－
－
－
－
報
壹
弐
参
肆
伍
官

名称
送達日記
送達日記／送
達大日記

名称
受領日記
受領日記
受領日記

受領日記
受領日記
受領日記
受領日記
受領日記
受領日記
受領日記
受領日記
受領日記

文書受領日記

文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
報告受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記
文書受領日記

卿官房
M１３
M１３
M１３
M１３
M１３
M７，１３

符号
壱
弐
参
肆
伍
進

＃
１
２

＃
１
２
３

４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２

１３

１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４
２５
２６
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２

送
達
日
記
・
受
領
日
記

ア
ジ
歴
の
資
料
群
階
層
「
防
衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省
大
日
記
〉
陸
軍
省
日

誌
・
送
達
・
受
領
日
誌
」
の
子
資
料
群
「
送
達
日
誌�

」・「
受
領
日
誌�

」
の
各
孫
資

料
群
「
送
達
日
記
」・「
受
領
日
記
」
に
含
ま
れ
て
い
る
も
の
が
、
先
に
確
認
し
た

『
送
達
日
記
』『
受
領
日
記
』
に
あ
た
る
。

残
存
し
て
い
る
年
代
域
は
『
送
達
日
記
』
が
明
治
七
〜
九
年
、『
受
領
日
記
』
が

明
治
七
〜
一
九
年
で
あ
り
、
残
っ
て
い
る
簿
冊
を
分
類
し
た
も
の
が
【
表
二
】
で

あ
る
。
表
紙
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
『
陸
軍
省
大
日
記
』
と
同
様
で
、
残
存
簿
冊
の

作
成
者
は
『
送
達
日
記
』
が
全
て
卿
官
房
、『
受
領
日
記
』
は
卿
官
房
あ
る
い
は

総
務
局
の
二
種
類
に
分
か
れ
る
。『
受
領
日
記
」
前
者
の
表
紙
に
は
「
陸
軍
記

室
」
の
印
が
あ
る
が
後
者
に
は
な
い
。
後
者
は
総
務
局
に
お
い
て
受
領
し
た
も
の

を
独
自
に
記
録
・
保
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

規
定
を
確
認
す
る
と
、
卿
官
房
に
関
し
て
は
、
明
治
一
四
年
の
「
官
房
課
僚
事

務
ノ
分
定
（
２７
）」
で
官
房
の
記
注
掛
の
主
管
す
る
帳
簿
と
し
て
受
領
・
送
達
両
日
記
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
総
務
局
に
つ
い
て
は
前
述
の
「
各
課
主
務
分
定
竝
順
序
」
に

庶
務
課
受
付
掛
の
主
管
帳
簿

に
受
領
簿
・
送
達
簿
の
二
種

が
あ
る
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
卿
官

房
作
成
の
送
達
・
受
領
日
記

は
共
通
し
て
【
図
二
】
の
よ

う
な
形
式
で
あ
り
、
日
付
の

後
に
、
年
ご
と
に
一
貫
し
た

送
達
／
受
領
番
号
、
送
達
／

受
領
し
た
文
書
の
概
要
が
記

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
上
部
に
は
「
�非
」「
総
務
」
等
の
印
や
日
付
の
印
が
確
認

で
き
る
。

総
務
局
作
成
の
受
領
日
記
は
い
ず
れ
も
、【
図
三
】
の
と
お
り
陸
軍
省
の
「
文

書
往
復
罫
紙
」
に
記
載
さ
れ
、
領
収
し
た
日
付
・
卿
官
房
で
の
受
領
番
号
、
来
簡

元
と
概
要
、
そ
し
て
決
裁
日
を
書
き
留
め
て
い
る
。
受
領
番
号
は
「
陸
軍
省
受
領

壱
第
＊
＊
＊
号
」
の
よ
う
に
漢
数
字
一
字
が
付
く
が
、
こ
れ
は
該
当
簿
冊
の
符
号

「
壱
」、
卿
官
房
の
受
領
日
記
の
符
号
「
壱
」
と
共
通
す
る
も
の
で
、【
表
二
】
に

示
す
と
お
り
、
以
下
の
よ
う
に
来
簡
元
別
に
符
号
が
付
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

壱：
太
政
官
・
諸
省
・
府
県

弐：

陸
軍
省
各
局
・
参
謀
本
部

参：
近
衛
局
・
士
官
学
校
な
ど

肆：

各
鎮
台

伍：

砲
・
工
方
面
、
工
廠
な
ど

こ
の
区
分
は
、
先
に
述
べ
た
明
治
一
九
年
三
月
以
後
の
「
大
日
記
」
区
分
と
ほ

【図二】明治一三年卿官房受領日記
壱（Ref : C０８０７１３５０２００）

【図三】明治一三年総務省庶務課
受領日記 官院省（Ref : C０８０
７１３７５３００）
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ぼ
共
通
し
て
お
り
、
陸
軍
省
官
制
の
改
変
に
と
も
な
い
、
受
領
番
号
の
符
号
体
系

に
従
っ
て
『
陸
軍
省
大
日
記
』
が
編
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き

る
。

３

記
室
保
管
文
書

ア
ジ
歴
に
は
陸
軍
省
内
で
処
理
さ
れ
た
の
ち
、
記
室
に
収
め
ら
れ
保
管
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
公
文
書
類
が
綴
じ
ら
れ
た
簿
冊
が
複
数
公
開
さ
れ
て
い
る
。

記
室
保
管
公
文
書
類
の
簿
冊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
一
覧
が
【
表
三
】

で
あ
り
、
以
下
の
六
種
類
以
上
が
存
在
す
る
。

【表三】
＊資料群階層はすべて「防衛省防衛研究所」以下

陸軍省大日記＞太政官＞太政官＞太政官
残存年代

M６－８，１１－１５，１７，４２（実際はM１７）

陸軍省大日記＞陸軍省各局文書
残存年代

M６－８，１０－１８
M７，８，１２，１４－１７
M７
M９
M９－１６
M１７

陸軍省大日記＞参謀本部関係文書＞参謀
本部＞参謀本部 雑

残存年代
M１２－１８

陸軍省大日記＞各省・各縣文書＞各省 雑
残存年代

M４，５，７，１０－１７，１９
M８
M８
M８
M８

陸軍省大日記＞各省・各縣文書＞各県 雑
残存年代

M５，７，１３－１５，１７
M７，１５，１７
M７，１３
M７

陸軍省大日記＞開拓使文書＞開拓使
残存年代

M４，５，７，１０
M１０，１１

卿官房
密事日記
密事（蕃地）
密事（中西国）
密事編冊／密書編冊
裁可原稿
M５－８，１１－２０

M６，７，８，１２，１５
M６，８，１２，１５
M６，７，１２，１５
M６，７，１２
M６，７
M６，１２，１５
M１２，１４，１５

太政官
編纂者
太政官

陸軍省各局文書
種別

卿官房

秘史局／第一局
／総務局
第二局／人員局
第三局／砲兵局
第四局／工兵局
第五局／会計局
第六局／参謀局
近衛局
軍馬局

参謀本部

種別
参謀本部

諸省
種別

諸省／諸省院使
宮内省
外務省
司法省
工部省

諸県
種別

諸県
諸府
諸府県伺届
府県裁判所

開拓使
種別

開拓使
屯田兵記／戦記

＃
１

＃
１
２
３
４
５
６
７

８
９
１０
１１
１２
１３
１４

＃
１

＃
１
２
３
４
５

＃
１
２
３
４

＃
１
２

【図四】Ref : C０７０７３０１８３００
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＊
太
政
官

＊
陸
軍
省
各
局
文
書

＊
参
謀
本
部
文
書

＊
諸
省

＊
諸
県

＊
開
拓
使

※
そ
の
他
、「
防
衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省
大
日
記
〉
陸
軍
省
雑
文
書

兵
部
省
陸
軍
省

雑
〉
陸
軍
省
雑
」
に
複
数
あ
り

「
防
衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省
大
日
記
」
以
下
の
多
岐
に
わ
た
る
資
料
群
に

分
散
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
共
通
し
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
表
紙
【
図
四
】
で
あ

り
、
同
じ
性
格
の
簿
冊
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
表
紙
に
は
中
央
に
大
き
く
「
太

政
官
」
等
表
題
が
記
さ
れ
、
収
録
年
代
と
年
毎
の
通
番
が
記
さ
れ
、
そ
し
て
「
陸

軍
記
室
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
綴
じ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
後
掲
【
図
八
】
の

通
り
で
あ
る
。
罫
紙
は
基
本
的
に
簿
冊
表
題
に
対
応
す
る
機
関
の
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
簿
冊
は
全
て
陸
軍
省
へ
到
来
し
た
／
陸
軍
省
内
で
交
わ
さ
れ
た
公
文
書

原
本
を
省
内
で
処
理
の
後
、
記
室
に
て
簿
冊
に
綴
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本

簿
冊
群
中
の
公
文
書
原
本
は
、
重
要
な
一
次
史
料
で
あ
り
、
明
治
初
期
の
政
府
各

機
関
に
よ
る
文
書
処
理
に
も
重
要
な
情
報
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
利
用
の
上
で
は
、
実
際
の
簿
冊
で
の
編
綴
順
序
は
処
理
終
了
順
で
あ
り

文
書
番
号
に
必
ず
し
も
従
っ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
『
陸
軍
省
大
日
記
』
と
異
な

り
目
次
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
二
章

明
治
前
期
陸
軍
省
文
書
処
理
の
運
用

前
章
に
お
い
て
、
明
治
前
期
陸
軍
省
の
処
理
規
定
を
概
観
し
、
規
定
に
基
づ
い

て
「
ア
ジ
歴
」
公
開
の
残
存
簿
冊
群
を
整
理
し
性
格
を
検
討
し
た
。
本
章
で
は
、

具
体
的
に
陸
軍
省
関
係
公
文
書
の
処
理
過
程
を
分
析
し
、
前
章
の
議
論
を
検
証
す

る
と
と
も
に
、
文
書
行
政
の
実
際
の
運
用
の
一
端
を
明
ら
か
と
し
、『
陸
軍
省
大

【図五】【表四】①A－１（部分）
明治１５年『公文録』

【図六】【表四】②（部分）
明治１５年土大日記
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日
記
』
の
意
義
を
考
え
た
い
。

第
一
節
『
公
文
録
』
中
陸
軍
省
関
係
史

料
の
処
理
過
程

ま
ず
は
運
用
全
体
の
流
れ
を
確
認
す
る

た
め
、
例
示
と
し
て
、
太
政
官
に
て
編
纂

さ
れ
た
簿
冊
で
あ
る
『
公
文
録
（
２８
）』
に
含
ま

れ
る
陸
軍
省
と
太
政
官
の
往
復
を
『
陸
軍

省
大
日
記
』
お
よ
び
記
室
保
管
文
書
中
の

関
連
史
料
と
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
る
。

取
り
上
げ
る
の
は
明
治
一
五
年
の
憲
兵

科
将
校
の
軍
帽
お
よ
び
憲
兵
下
士
卒
の
外

套
に
関
す
る
太
政
官
達
の
改
正
に
関
わ
る

一
件
で
あ
る
【
表
四
】。
内
容
に
深
く
は

立
ち
入
ら
な
い
が
、
太
政
官
側
お
よ
び
陸

軍
省
側
に
お
い
て
、
同
じ
文
書
番
号
の
付

さ
れ
た
文
書
、
全
く
同
文
で
あ
る
文
書
の

存
在
が
見
て
取
れ
る
。
日
時
を
追
い
、
文

書
番
号
を
手
が
か
り
に
そ
の
処
理
過
程
を

捉
え
よ
う
。

（
一
）
本
件
各
史
料
の
作
成
以
前
、
陸
軍

省
内
部
に
て
改
正
案
が
起
案
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
五
年
四
月

一
四
日
に
陸
軍
卿
は
改
正
案
を
添
え
、

太
政
大
臣
へ
伺
を
発
し
た
【
表
四
�
Ａ

【表四】
主な文書番号

�『公文録』「憲兵科将校軍帽及憲兵服制図例並図中外套ノ部改正ノ件」
（請求番号：公０３３１３１００、件名番号：００３）

［陸軍省送 第８９３号］［総
土第６４７号］［甲５１号］

・正帽のみ定められている憲兵科将校について軍帽を制定したい
・現在徒歩用である憲兵下士卒の外套について、乗馬用に改めたい 【図五】

・陸軍省作成の改正案（図入）。太政官により朱字で達文が付記されている。

・憲兵科将校軍帽及び憲兵服製図例等追加改正の裁可を仰ぐ（太政官達２５号決裁につき）
［陸甲５１号］
［太政官第二局第５２号］

・明治１４年太政官達２２号中「正軍服兼用」５字との齟齬につき陸軍省主任官に照会の上、５字を削
除する方針。その他不都合はなし

・達案（朱字：明治１５年５月１２日）

・太政大臣三条実美→官省院庁府県宛。内容はA－２と一致。
�明治１５年『総務局庶務課土大日記』（Ref.C０４０３０３９７３００）

［総土第６４７号］
・【史料１A－１】と同文 【図六】

�明治１５年『総務局庶務課日大日記』（Ref.C０４０３０１３４４００）
［総日第５３号］＊１

・【史料１E】と同文 【図七】
�明治１５年『太政官』（Ref.C０７０７３０３１４００）

［第１２９号］［陸軍省受領壱
１４２４号］［第２０号］

・憲兵科将校軍帽等改正につき照会したく明日主任の判任官当局へ出頭するよう照会
�明治１５年『太政官』（Ref.C０７０７３０２０１００）

［内閣書記官局令第１６号］
［陸軍省受領壱第１７２２号］
［第１７号］［陸甲５１］

・【史料３】と同文。太政官から陸軍省への達の原本と思われる。 【図八】
＊１：「日」は簿冊の前後より補った。

用紙

陸軍省１３行罫紙

陸軍省１３行罫紙

太政官８行罫紙

太政官１０行罫紙
太政官１０行罫紙

太政官１３行罫紙
輪郭付

陸軍省１３行罫紙

陸軍省１３行罫紙

太政官１０行罫紙

太政官１０行罫紙

年代

M１５．４．１４

－

M１５．５．６

M１５．４．２４
M１５．４．２４

－
M１５．５．１２

M１５．４．１４

M１５．５．１２

M１５．４．２０

M１５．５．１２

内容

陸軍卿→太政大臣伺

憲兵服制図中軍帽改正案

決裁文書

カガミ
太政官第二局取調・達案

明治１４年太政官達２２号
明治１５年太政官達２５号

卿→太政大臣

太政大臣→陸軍省

太政官第二局→陸軍省

太政大臣→陸軍省

番号

A－１

A－２

B

C

D－１

D－２

E
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－

１
／
図
五
】。
こ
の
際
、
浄
書
を
担
当
し
た
総
務
局
庶
務
課
に
お
い
て
『
土

大
日
記
』
へ
写
し
が
と
ら
れ
、
文
書
原
本
に
は
﹇
総
土
第
六
四
七
号
﹈
が
付
番

さ
れ
欄
外
右
に
押
印
・
記
入
さ
れ
た
【
表
四
�
／
図
六
】。

（
二
）
陸
軍
卿
官
房
で
は
送
達
日
記
（
非
現
存
）
に
摘
要
を
と
ど
め
、
文
書
の
欄

外
右
上
部
に
﹇
陸
送

第
八
九
三
号
（
２９
）﹈
を
付
し
て
太
政
官
へ
送
っ
た
。

（
三
）
太
政
官
で
の
所
管
は
第
二
局
と
な
り
、
こ
こ
で
﹇
陸
甲
五
一
号
﹈
が
柱
に

記
入
さ
れ
た
。
第
二
局
で
は
同
年
四
月
二
〇
日
に
陸
軍
省
側
へ
照
会
を
行
い

【
表
四
�
】、
そ
の
結
果
を
受
け
て
取
調
【
表
四
�
Ｄ－

１
】・
カ
ガ
ミ
【
同

Ｃ
】
を
作
成
、
四
月
二
四
日
に
回
議
に
付
さ
れ
た
。
太
政
官
達
二
五
号
の
決
裁

は
五
月
六
日
に
な
さ
れ
【
表
四
�
Ｂ
】、
一
二
日
に
発
さ
れ
た
【
表
四
�
Ｅ
】。

処
理
の
終
了
後
、
一
連
の
史
料
は
『
公
文
録
』
へ
と
編
纂
さ
れ
た
。

（
四
）
太
政
官
達
を
受
け
取
っ
た
陸
軍
卿
官
房
で
は
「
壱
」
の
符
号
を
持
つ
受
領

日
記
（
非
現
存
）
に
摘
要
を
留
め
て
原
本
に
﹇
陸
軍
省
受
領

壱
一
七
二
二

号
﹈
を
付
し
【
表
四
�
／
図
八
】、
担
当
部
局
へ
送
致
し
た
。
こ
の
際
、
担
当

部
局
が
印
で
指
示
さ
れ
る
規
定
で
あ
る
が
、
省
か
れ
て
い
る
。

（
五
）
受
領
し
た
総
務
局
庶
務
課
で
は
﹇
総
日
第
五
三
号
﹈
と
し
て
『
日
大
日

記
』
に
写
し
を
と
っ
た
【
表
四
�
／
図
七
】。
同
番
号
は
原
本
【
表
四
�
／
図

八
】
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
。
原
本
は
そ
の
後
総
務
局
記
室
課
へ
送
ら
れ
、
簿

冊
『
太
政
官
』
へ
綴
じ
ら
れ
保
存
さ
れ
現
在
に
至
る
。

若
干
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
先
に
確
認
し
た
「
陸
軍
省
条
例
」
の
規
定
に
従
っ

た
処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
件
は
処
理
の
流
れ
や
各
簿
冊
で
の
文
書
番
号
の
付

し
方
に
お
い
て
代
表
的
な
一
例
と
い
え
、
他
の
一
件
に
お
い
て
も
同
じ
よ
う
に
解

釈
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
続
い
て
、
処
理
過
程
の
よ
り
個
別
の
局
面
に
着
目
し
、

『
大
日
記
』
を
中
心
と
す
る
文
書
処
理
の
運
用
を
確
認
し
よ
う
。

【図七】【表四】③（部分）
明治１５年日大日記

【図八】【表四】⑤（部分）
明治１５年「太政官」
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【表五】

内容

御雇外国人朝拝之節人名相達之儀ニ
付照会
翌々八日陸軍始之節諸兵飾隊式手続
キ図面入用之照会
武官朝拝之節席次之儀回答
来ル八日陸軍始ニ付午前九時二十分
御出門…
来ル八日陸軍始ニ付午前十時御出門…
元警備隊兵卒故今永徳治郎孤児扶助
料之義ニ付書類送付
長野県士族故陸軍少尉吉松寧示寡婦
恩給許可証書更正之件
御省生徒長嶺正介義仝便帰朝ニ付旅
費云々之申達
徴兵医員給料ニ付鹿児島県申上之義
云々御照会
来ル八日陸軍始日比谷練兵場へ行幸
之節諸人雑踏注意之件
明後八日伊太利国皇族於吹上遊猟ニ
付本城西桔橋開門之通知
明八日陸軍始ニ付休暇候旨通知

官有地第二種ハ兵営并学校等ニテ第
三種ハ埋葬地ニシテ当省ニ於テハ一
般人民ノ協議ノ類ニス云々再応照会
八日陸軍始ニ付休暇之通知
電槽掃除費御払相成度云々
今田清之進御採用御懸合之答
徴兵入費定則各府県御達之義通知
明日皇族方於西城御遊猟被為在伊国
皇族ヲ同国皇孫御載之件
陸軍始之節取締之義云々相達之件
麹町区富士見町靖国神社前地形変換
之云々回答
陸軍々曹故村上萬太郎遺族扶助料願
書更正之件
グラント氏東行記録諸入費等取調ニ
テハ官民�饗応之事件
山口県士族陸軍々曹心得渡田幸成遺
族扶助料願書へ…
別冊故中中村弥一各東門寡婦扶助料
願書中…
永田町旧雲州藩邸引渡之件照会
大尉故門松経文寡婦扶助料願之件

兵家故渡辺正岐遺児扶助料

来ル十三日日比谷練兵場御臨幸之砌
宮内省�別使啓上御正服云々之照会
及臨幸被為在候旨回答
来ル十三日日比谷練兵場臨幸被為在
之旨被仰出候云々回答
永田町旧雲州藩内建家へ明十一日�
職工人夫等繰込申度件照会
今般近衛該隊検閲施行ニ付監軍条例
必要ニ付壱部至急御回有之件
沖縄県十六等出仕三沢元耀下賜金之
件
各庁為換方預金抵当価格別紙之通府
県へ相達候通牒
七等属千賀青光貯金受書送致之件
前月廿一日黄龍丸ニ継替廿四日神戸
出航琉球へ向ケ通航之通知
各御庁御布達摺物類部数十部ツゝ増
加之照会
去ル八日陸軍始ニ付日比谷練兵場
臨幸御出御時限ハ九時廿分御出御有
之回答
故山崎豊孤児へ下附之許可令引換ニ
付返戻
銃砲弾薬売買商渋谷忠兵衛火薬払下
願ノ件照会
石川県士族陸軍伍長故平野金吾寡婦
扶助料之件

M１３月大日記（総務局庶務課）
印（欄外下）
－

－

－

－
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

＊本来の配列は番号順

印（欄外上）
○・採

採

採

採
採

採

○・採

採

採

採

採

�儀・採

採

採

採

－

－

－

採

－

原日付
１／３

１／５

１／６

１／６
１／６

１／６

１／６

１／７

１／７

１／７

１／９

１／１０

１／１０

１／１０

１／１０

１／１０

１／１０

１／１０

１／１０

１／１２

受領番号
－

壱１２

壱２２

－
壱３２

壱３８

－

壱７０３

壱７０４

－

壱８３

－

－

－

－

－

壱１０８

壱１０９

－

壱１１９

番号
月１

月２

月１７

月２
月１８

月１９

月３

月４

月５

月９

月２４

月６

月７

月８

月１１

月１０

月２０

月２７

月１２

月２８

M１３受領日記 官院省（総務局庶務課）
元
式部寮

式部寮

式部寮

宮内省
宮内省

外務省

大蔵省

内務省

電信局
工部省
大蔵省
内務省
東京警
視
内務省

接伴掛

宮内省

宮内省

宮内省

宮内省

駅逓局

大蔵省

大蔵省

駅逓局

海軍省

式部寮

内務省

東警視

＊本来の配列は受領日付順

入
－

－

－

－
－

－

－

－

－
－
－
－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

出
－

－

－

－
－

会計・１／
２３
－

工局・１／７、
一方・１／７

－
－
－
－

－

－

－

■監・１／１０

－

一方・１／１３

－

－

会計・１／１２

－

会計・１／１２

－

－

－
（通報）砲
兵・会計

結
結・１／９

－

結・１／１４

結・１／９
結・１／１４

－

答・２／２６

－

答・１／１９
－
－
結・１／１３

結・１／１３

答・１／１４

結・２／２４

答・１／１３

－

－

□・１／１３

結・１／１４

－

結・４／１５

□・１／１４

結・１／□９

結・１／１３

－

答・１／２０

受領日付
－

１／６

１／６

１／７
１／７

１／２０

（２月頃か）

１／７

１／１５
１／９
１／９
１／９

１／９

－

１／１０

１／１０

１／１０

１／１３

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

－

番号
壱２

壱１２

壱２２

壱３１
壱３２

壱３６

壱３７

壱４４

壱６８
壱６９
壱７０
壱７０３

壱７０４

壱７０５

壱８０

壱９５

壱９６

壱９７

壱１０３

壱１０４

壱１０６

壱１０７

壱１０８

壱１０９

壱１１０

壱１１４

壱１１９

M１３陸軍卿官房 受領日記壱
印（欄外上）
－

－

－

－
－
非・総務

非・総務
非・総
務・会計
非・総務

－

－

－

－

－
会計
－
－
－

－

工兵

－

－

－

－
工兵
非・総務

非・総務

－

－

工兵

－

－

－

－

－

－

－

－

砲兵

－

元
式部寮

式部寮

式部寮

宮内省
宮内省
内務省

内務省
在仏国
公使館
大蔵省

式部寮

内務省
内務・大
蔵・宮内

内務省

文部省
電信局
工部省
大蔵省
内務省

警視局

内務省

内務省

接伴掛

内務省

内務省
宮内省
内務省

内務省

宮内省

宮内省

宮内省

宮内省

駅逓局

大蔵省

大蔵省

駅逓局

海軍省

式部省

内務省

警視局

内務省

日付
１／３

１／６

１／６

１／７
１／７
１／７

１／７

１／７

１／７

１／７

１／７

１／７

１／７

１／９
１／９
１／９
１／９
１／９

１／９

１／９

１／９

１／９

１／９

１／９
１／９
１／１０

１／１０

１／１１

１／１１

１／１１

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

１／１２

番号
２

１２

２２

３１
３２
３４

３５

３６

３７

３８

４４

４５

４６

５８
６８
６９
７０
７３

７４

７５

７６

８０

８１

８２
８３
８４

８５

９５

９６

９７

１０３

１０４

１０６

１０７

１０８

１０９

１１０

１１４

１１９

１２０
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第
二
節

卿
官
房
・
総
務
局
の
受
領
日
記
と
『
大
日
記
』

前
節
で
確
認
し
た
事
例
で
は
、
太
政
官
第
二
局
に
お
け
る
審
議
の
過
程
で
陸
軍

省
へ
一
度
照
会
が
行
わ
れ
て
い
る
（【
表
四
�
】）。【
表
四
�
】
同
様
に
卿
官
房
に

お
い
て
﹇
陸
軍
省
受
領

壱
一
四
二
四
号
﹈
が
付
さ
れ
、
そ
の
後
記
室
へ
送
ら
れ

て
い
る
が
、
同
照
会
は
『
日
大
日
記
』
へ
の
記
録
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
恐
ら

く
卿
官
房
の
レ
ベ
ル
で
処
理
が
完
了
し
た
か
、
総
務
局
以
外
の
部
局
へ
廻
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
陸
軍
省
の
文
書
処
理
の
運
用
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
受
領

文
書
処
理
の
起
点
と
な
る
卿
官
房
に
着
目
し
、
前
述
の
二
種
類
の
『
受
領
日
記
』

お
よ
び
各
『
大
日
記
』
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
卿
官
房
の
『
受
領
日
記
』
は
、
陸
軍
省
に
到
来
し
た
す
べ
て
の
文
書
が
記

録
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
中
か
ら
総
務
局
に
関
す
る
も
の
だ
け
が
同
局

に
送
ら
れ
、
総
務
局
『
受
領
日
記
』
に
記
録
さ
れ
た
と
予
想
で
き
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
、
両
簿
冊
の
対
応
を
残
存
状
況
の
よ
い
明
治
一
三
年
を
例
に
考
え
る
。
卿

官
房
受
領
日
記
の
う
ち
﹇
壱
第
一
号
﹈
〜
﹇
壱
第
一
二
〇
号
﹈
の
間
に
見
ら
れ
る

各
省
か
ら
の
来
翰
記
録
を
【
表
五
】
に
ま
と
め
、
総
務
局
庶
務
課
の
『
受
領
日

記
』
中
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
か
ど
う
か
を
示
し
た
。

概
ね
予
想
に
沿
っ
て
、
卿
官
房
に
て
受
領
さ
れ
た
文
書
の
一
部
の
み
が
総
務
局

の
受
領
日
記
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。【
表
五
】
に
記
録
し
た
通
り
、
受
領
日
記
に

は
欄
外
上
に
主
管
局
を
示
す
印
が
捺
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
壱
第
三
六
号
・
三
七

号
・
四
四
号
を
比
較
す
る
と
、
�非
の
印
が
捺
さ
れ
卿
官
房
で
の
決
裁
を
経
た
と

思
わ
れ
る
前
二
者
の
総
務
局
で
の
受
領
は
、
壱
第
四
四
号
よ
り
後
の
日
付
と
な
っ

て
い
る
。
壱
第
三
六
号
は
印
に
従
っ
て
そ
の
後
会
計
局
へ
廻
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

わ
か
る
。

た
だ
し
、
壱
第
四
四
号
の
よ
う
に
印
が
無
い
場
合
に
も
総
務
局
が
受
領
し
て
い

る
例
は
多
数
あ
る
。
総
務
局
所
管
の
場
合
は
暗
黙
的
に
省
略
さ
れ
て
い
た
可
能
性

を
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
逆
に
、
総
務
の
印
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
総
務
局
受

領
日
記
に
記
載
の
な
い
壱
第
三
四
号
・
三
五
号
・
八
四
号
・
八
五
号
の
よ
う
な
例

も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
を
確
認
す
る
と
い
ず
れ
も
遺
族
扶
助
に
関
す
る
も

の
で
あ
り
、
担
当
は
総
務
局
庶
務
課
恩
給
掛
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
恩
給
掛
に

お
い
て
は
別
途
受
領
日
記
が
作
成
さ
れ
、
そ
ち
ら
に
記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る

が
、
該
当
す
る
簿
冊
等
は
見
受
け
ら
れ
ず
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

【
表
五
】
で
は
『
月
大
日
記
』
と
の
対
応
も
示
し
て
い
る
。
一
見
し
て
明
ら
か

な
通
り
、
総
務
局
に
お
い
て
受
領
さ
れ
な
が
ら
『
月
大
日
記
』
へ
記
載
さ
れ
な
い

例
が
複
数
存
在
す
る
。
本
来
『
月
大
日
記
』
は
総
務
局
へ
到
来
し
た
文
書
を
留
め

る
も
の
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
規
定
か
ら
ず
れ
た
処
置
で
あ
る
。
中
に
は
壱
第
三

六
号
、
一
〇
六
号
の
よ
う
に
会
計
局
へ
廻
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
会
計

【図九】明治１５年水大日記
（Ref : C０４０３０１８１８００）
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局
で
『
大
日
記
』
に
記
録
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
全
て
に
つ
い
て
他
部
局

へ
廻
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
く
、
何
ら
か
の
選
別
を
経
た
上
で
『
月
大
日
記
』
へ

記
録
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
同
様
の
事
例
は
『
日
大
日
記
』
に
お
い
て
も
確
認

で
き
た
。

こ
の
よ
う
な
「
陸
軍
省
条
例
」
か
ら
逸
脱
し
た
処
理
は
、『
大
日
記
』
記
録
の

局
面
に
お
い
て
さ
ら
に
見
受
け
ら
れ
る
。

第
三
節

第
一
局
／
総
務
局
『
大
日
記
』
の
変
容

【
図
九
】
は
、
第
一
節
で
取
り
上
げ
た
一
件
に
お
い
て
太
政
官
へ
伺
い
が
送
付

さ
れ
る
以
前
、
憲
兵
の
外
套
着
用
法
に
つ
い
て
東
京
憲
兵
本
部
か
ら
陸
軍
省
へ
送

ら
れ
た
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。
部
内
か
ら
の
受
領
を
示
す
﹇
弐
第
五
五
六
号
﹈、

﹇
総
水
憲
一
八
号
（
３０
）﹈（
見
づ
ら
い
が
三
行
目
に
捺
さ
れ
て
い
る
）
と
い
っ
た
番
号
が

確
認
で
き
る
。
た
だ
し
罫
紙
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
東
京
憲
兵
本
部
作
成
の
文
書

原
本
で
あ
る
が
、
明
治
一
五
年
二
月
『
水
大
日
記
』
に
収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

当
時
の
「
陸
軍
省
条
例
」
に
従
え
ば
『
水
大
日
記
』
に
は
写
が
収
録
さ
れ
る
は
ず

で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
規
定
か
ら
の
逸
脱
で
あ
る
。

同
様
に
、
各
『
大
日
記
』
に
は
【
表
六
】
に
示
す
と
お
り
、
文
書
原
本
が
そ
の

ま
ま
綴
じ
ら
れ
た
例
が
明
治
九
年
以
降
多
数
見
ら
れ
る
。
火
・
水
・
木
大
日
記
で

は
明
治
一
〇
年
以
降
ほ
ぼ
全
て
の
収
録
内
容
が
文
書
原
本
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
事
態
は
い
か
な
る
理
由
で
発
生
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
変
化
の
起
こ
っ

た
明
治
九
年
当
時
、
第
一
局
に
お
け
る
『
大
日
記
』
処
理
は
明
治
七
年
九
月
決
定

の
「
第
一
局
第
一
課
事
務
取
扱
手
順
（
３１
）」
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は

「
主
務
ノ
掛
リ
ニ
テ
大
日
記
へ
謄
写
ス
」
と
「
陸
軍
省
条
例
」
に
従
っ
た
処
理
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
九
年
三
月
に
な
り
、
第
一
局
は
陸
軍
省
に

対
し
、
同
手
順
の
改
正
を
伺
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
【
史
料
一
（
３２
）】

に
示
す
通
り
で
あ
る
。

【
史
料
一
】
陸
軍
省
第
一
局
ヨ
リ
本
省
ヘ
届

九
年
三
月
三
十
一
日

上
申
規
則
御
発
行
ニ
付
第
一
課
事
務
取
扱
ノ
件
更
正
ノ
儀
参
第
六
百
号
ヲ
以
テ

御
許
可
相
成
候
、
就
テ
ハ
去
明
治
七
年
九
月
二
十
九
日
御
決
定
相
成
侯
当
局
第

一
課
事
務
取
扱
手
順
ノ
内
別
紙
ノ
通
第
六
条
ヲ
改
正
、
第
十
三
条
ヲ
増
加
致
候

間
此
段
御
届
申
侯
也
（
中
略
）

第
十
三
条

凡
ソ
文
書
ニ
指
令
ス
へ
キ
ハ
正
副
共
ニ
批
文
ヲ
朱
書
シ
各
其
大
日
記
ノ
一
貫

セ
ル
番
号
ヲ
付
シ
、
本
書
ハ
送
達
ニ
供
シ
副
書
ハ
大
日
記
ニ
編
冊
ス
、
尤
指
令

セ
サ
ル
文
書
ト
雖
モ
正
副
ア
ル
者
ハ
其
副
書
ヲ
大
日
記
ニ
編
冊
シ
本
書
ハ
記
室

へ
送
付
ス
、
其
番
号
ヲ
付
ス
ル
ハ
前
ニ
同
シ
、
其
他
正
院
御
達
書
諸
省
使
庁
ヨ

リ
照
会
書
竝
本
省
ヨ
リ
ノ
諸
達
書
等
ニ
至
テ
ハ
副
書
ナ
キ
ヲ
以
テ
総
テ
全
文
ヲ

其
大
日
記
ニ
謄
写
シ
番
号
ヲ
附
ス

正
副
二
通
が
存
在
す
る
も
の
に
関
し
て
は
付
番
の
の
ち
本
書
を
送
達
し
、
副
書

を
大
日
記
に
編
冊
す
る
よ
う
箇
条
を
追
加
し
て
い
る
。
太
政
官
や
諸
省
か
ら
の
来

翰
に
は
副
書
が
な
い
た
め
全
文
を
謄
写
す
る
、
と
い
う
規
定
は
【
表
六
】
に
示
し

た
『
大
日
記
』
の
状
況
と
も
符
号
し
て
い
る
。

こ
の
改
正
の
理
由
は
明
ら
か
に
、
多
数
の
文
書
を
謄
写
す
る
事
務
の
煩
雑
さ
に

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
の
第
一
局
・
総
務
局
の
事
務
規
定
で
は
大
日
記
へ

の
謄
写
に
関
す
る
箇
条
は
み
ら
れ
ず
、
明
治
一
九
年
ま
で
状
況
は
継
続
す
る
。
そ

の
一
方
で
「
陸
軍
省
条
例
」
へ
の
反
映
は
全
く
確
認
で
き
ず
、
あ
く
ま
で
部
内
限

り
の
措
置
と
し
て
原
本
の
直
接
編
綴
は
継
続
さ
れ
た
。

【
史
料
一
】
か
ら
は
本
書
が
後
に
記
室
へ
収
め
ら
れ
る
も
の
と
読
み
取
れ
る
。
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し
か
し
必
ず
し
も
実
際
に
そ

の
よ
う
な
運
用
は
行
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
文
書
原
本
が

収
録
さ
れ
て
い
る
明
治
一
三

年
『
火
大
日
記
』
と
明
治
一

三
年
『
諸
県
』（
記
室
保
管
文

書
）
を
比
較
す
る
と
、﹇
総

火
第
二
〇
〇
号
﹈
ま
で
の
範

囲
で
両
者
に
ま
た
が
っ
て
収

録
さ
れ
る
（
す
な
わ
ち
、
副

書
が
大
日
記
に
編
綴
さ
れ
、

本
書
が
処
理
後
に
記
室
で

『
諸
県
』
に
編
綴
さ
れ
た
）

も
の
は
一
点
の
み
で
あ
っ
た
。

そ
の
他
の
番
号
は
い
ず
れ
も

重
な
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ

と
は
正
副
二
通
が
存
在
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
『
大
日
記
』
へ
原
本
を
綴
る
運

用
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

『
大
日
記
』
へ
の
原
本
綴
込
に
よ
っ
て
、
記
室
に
お
け
る
文
書
原
本
の
部
局
別

簿
冊
へ
の
一
括
保
管
と
い
う
当
初
の
形
は
崩
さ
れ
た
。
そ
の
一
方
で
『
大
日
記
』

へ
の
収
受
文
書
記
録
と
い
う
機
能
は
維
持
さ
れ
、
謄
写
の
手
間
を
省
く
こ
と
で
よ

り
実
務
的
な
処
理
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
四
節
『
陸
軍
省
大
日
記
』
と
陸
軍
省
編
纂
物

前
節
・
前
々
節
で
触
れ
た
よ
う
に
総
務
局
の
『
大
日
記
』
は
「
陸
軍
省
条
例
」

の
規
定
を
外
れ
た
運
用
に
よ
り
編
冊
が
継
続
さ
れ
た
。
そ
の
存
在
意
義
の
第
一
は
、

主
管
部
局
に
お
け
る
執
務
上
の
参
照
目
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
節
で
見
た

よ
う
な
受
領
文
書
か
ら
の
抜
粋
収
録
は
、
そ
う
し
た
性
格
の
現
れ
の
一
つ
だ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
興
味
深
い
『
大
日
記
』
の
特
徴
が
、【
表
五
】

に
見
え
る
各
種
の
欄
外
上
の
印
で
あ
る
。
�儀
な
ど
何
ら
か
の
種
別
を
表
す
と
思
わ

れ
る
丸
印
お
よ
び
�誌
の
角
印
は
各
『
大
日
記
』
の
欄
外
上
に
共
通
し
て
（
原
本
編

綴
の
も
の
も
含
め
）
捺
さ
れ
て
お
り
、
一
方
で
記
室
保
管
の
原
本
で
は
管
見
の
限

り
確
認
で
き
な
い
。
こ
れ
ら
の
印
は
、
陸
軍
省
に
よ
る
編
纂
物
作
成
と
密
接
な
関

係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

１
『
陸
軍
省
日
誌
』
と
『
陸
軍
省
大
日
記
』

明
治
四
年
、
兵
部
省
陸
軍
部
に
お
い
て
第
一
局
の
前
身
と
な
る
秘
史
局
の
業
務

規
定
と
し
て
定
め
ら
れ
た
「
秘
史
局
分
課
定
則
（
３３
）」
で
は
、
記
室
掛
の
業
務
と
し
て

「
大
日
記
へ
見
出
シ
目
録
ヲ
付
ケ
或
ハ
後
来
ノ
規
格
ト
ナ
ル
ヘ
キ
事
件
ハ
別
ニ
編

集
ス
ヘ
キ
事
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
は
翌
明
治
五
年
の
陸
軍
省
秘
史
局
分

課
定
則
に
お
い
て
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
当
初
よ
り
『
大
日
記
』
に

は
例
規
編
纂
の
材
料
と
し
て
の
性
格
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

か
く
し
て
明
治
五
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
の
が
官
庁
日
誌
の
一
つ
で
あ
る
『
陸
軍

省
日
誌
』
の
刊
行
で
あ
る
（
３４
）。
刊
行
開
始
に
あ
た
っ
て
は
「（
前
略
）
一
、
大
日
記

中
日
々
録
ス
ル
所
数
十
百
条
、
而
シ
テ
日
誌
ニ
載
ス
ヘ
キ
者
蓋
シ
十
ノ
二
三
、
然

ル
ニ
一
々
点
検
シ
彼
ト
取
捨
ヲ
謀
リ
此
ト
詳
略
ヲ
識
シ
（
中
略
）
労
シ
テ
功
ナ
キ

ノ
弊
ア
ラ
ン
、
故
ニ
大
日
記
ニ
録
ス
ル
時
ニ
当
リ
長
官
已
ニ
取
捨
詳
略
ヲ
命
セ
ラ

レ
全
文
ヲ
載
ス
ヘ
キ
者
ハ
大
日
記
番
号
ノ
上
ニ
重
圏
ヲ
加
ヘ
、
略
シ
テ
可
ナ
ル
者

ハ
圏
ヲ
加
フ
ヘ
シ
（
後
略
）
（
３５
）

」
と
さ
れ
、
記
載
時
に
大
日
記
の
番
号
上
部
に
加
え

ら
れ
た
圏
点
に
従
っ
て
掲
載
す
べ
き
も
の
が
選
択
さ
れ
た
よ
う
だ
。

年

【表六】

１９

写

写

原

原

原

写

＊各年『大日記』に文書原本が編綴されている場合「原」と示した。
「写」は全てが写から構成されているもの。空欄は現存しな
いもの。

１８

写

写

原

原

１７

原

原

原

１６

原

１５

写

写

原

原

写

１４

写

写

原

１３

写

写

原

原

原

１２

写

原

１１

写

原

原

１０

写

原

原

原

写

９

原

写

８

写

写

写

７

写

写

写

写

写

写

写

明治

日

月

火

水

木

金

土

大
日
記
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【表七】
�M８水大日記（第一局庶務課） ※上部に印のあるもののみ抜粋

『日誌』

M８－２

M８－２

�M１０水大日記（第一局庶務課） ※丸印のあるもののみ抜粋

『日誌』

M１０－４

－

M１０－２

M１０－２

＊『日備提要』『日誌』の列の「M１０－１」はそれぞれ『日備提要』『陸軍省日誌』の明治１０年第１号へ掲載されていることを
示す。

『日備提要』

M８－２兵制
之部

M８－１規制
之部

M８－１規制
之部

M８－１規制
之部

－

M８－１規制
之部

M８－１規制
之部

『日備提要』

非一・非二・非三・非五

M１０－１規則
之部
M１０－１儀式
之部

非二・非三・非四・非一

M１０－１儀式
之部
M１０－１儀式
之部

欄外下印

欄外上左

非二・非一

非一・非二

非一

常一

非一

欄外上印

採

�誌

�兵・�誌（抹消）

採

�規

�規

採

�誌

�規

採

採

採

採

�誌・採・�規

�誌・�規

�誌・�規

欄外上右

採・�■

�條・採

採・�兵

採・�條

採・�儀

採・�金

採・�金・�儀

採・�儀

採・�金

�金

�儀・�誌・採

採・�誌・�兵・
�軍

�條・�條

�兵・採
�誌・�儀・�儀・
採

採・�誌・�儀・
�儀

差出→宛所
参謀局長代桂太郎→山形陸
軍卿殿

陸軍卿山県有朋→近衛局

都督代理陸軍大佐野津道貫
→陸軍卿山県有朋殿
陸軍少輔大山巌→陸軍卿山
県有朋殿
監督長代理監督田中光顕→
陸軍卿山県有朋殿

陸軍卿山県有朋→本病院

第一局長陸軍少輔大山巌→
陸軍卿山県有朋殿
都督代理野津道貫→陸軍卿
充

第一局長→

一等軍医正石黒→陸軍卿殿

都督代理里津陸軍少佐→山
県陸軍卿殿

陸軍卿山県有朋→参謀局

参謀局長代理桂太郎→山県
陸軍卿殿
軍医総監松本順代理軍医監
石川良信→陸軍卿山県有朋
殿

陸軍卿山県有朋→第五局

陸軍卿山県有朋→第五局

差出→宛所
第四局長代理陸軍中佐土屋
可成→陸軍卿山県有朋殿
第一局長代理陸軍大佐小沢
武雄→陸軍卿山県有朋殿
第三局長代理陸軍大佐福原
実→陸軍卿山県有朋殿
第一局長代理陸軍大佐小沢
武雄→陸軍卿山県有朋殿
第三局長代理陸軍大佐福原
実→陸軍卿山県有朋殿
第五局長代理監督田中光顕
→陸軍卿山県有朋殿
第一局長代理陸軍大佐小沢
武雄→陸軍卿山県有朋殿

陸軍卿山県有朋→第五局

第五局長代理監督田中光顕
→陸軍卿山県有朋殿
第五局長代理監督田中光顕
→陸軍卿山県有朋殿
第四軍管徴兵副使陸軍中尉
長澤六郎→陸軍卿山県有朋
殿
第二局長代理陸軍中佐浅井
浅井道博→陸軍卿山県有朋
殿代理陸軍少輔大山巌殿
軍用電信機取扱掛陸軍少佐
牧野毅→陸軍卿山県有朋殿
陸軍大佐野津道貫→陸軍卿
山県有朋殿

陸軍卿山県有朋→近衛局

陸軍卿山県有朋→近衛局

作成年代

M８．１．４

M８．１．７

M８．１．４

M８．１．７

M８．１．７

M８．１．１０

M８．１．１０

M８．１．１２

M８．１．１０

M７．１２．２８

M７．１２．５

M７．１１．１３

M８．１．１０

M７．１２．２２

M８．１．１５

M８．１．１５

作成年代

M９．１１．４

M９．１２．９

M１０．１．８

M９．１２．２８

M１０．１

M９．１２．２５

M１０．１．１２

M１０．１．１９

M１０．１

M９．１２．２１

M１０．１．２３

M１０．１．２６

M１０．１．１９

M１０．１．１０

M１０．１．１７

M１０．１．１７

内容
清国在留陸軍中尉美代清元
儀帰朝…
（竹橋内近衛歩兵連隊ニ属
スル火薬庫につき達）
近衛歩騎砲三兵タルヤ…
（近衛に工兵設置につき伺）
（来ル廿七日招魂社大祭競
馬・相撲興行につき伺）
本病院并各地病院備付之儀
…（備品取斗の局につき
伺）
其病院并各地病院雑器備付
之義本年一月�第五局ニ於
テ備付候…
今般本病院�徴兵検査表改
正之義（版木彫刻につき伺）
（近衛歩兵第一連隊木船貴
直変死につき伺）
今般徴兵検査表御改正ニ付
各府県…
徴兵検査表別紙雛形之通改
正相成度具申
当砲兵第一大隊へ…（諸器
械破損につき職工相備えた
く伺）
墺国博覧会之際…（各国羅
紗見本ニ付達）
第一局管轄之招魂社元出張
所…（英人住居につき伺）

病馬院御建築近々落成…
（各隊病馬看護につき伺）
今般各軍管派出監督課事務
取扱…（各鎮台を本拠とす
べく達）
従前小界紙書面八行十行取
交…（十行のみ使うべく
達）

内容
各種兵営各舎内調度御確定
相成度ニ付伺
陸軍記室印章改刻之儀ニ付
伺
砲兵支廠ニ於テスナイトル
弾薬製作之儀ニ付伺
後備軍官員服務概測第九條
中増加相成度ニ付伺
礼砲式之儀各鎮台江御達方
之儀伺
軍馬剃毛費御支給之儀ニ付
伺
来ル廿五日招魂社臨時祭并
例大祭ニ付伺
来ル二十五日臨時招魂祭…
（室内射撃執行につき達）
短靴并士官排膿試験相成度
儀ニ付伺

各兵隊賄料改正ノ儀ニ付伺

本年徴兵之内砲工輜重兵減
寸之儀ニ付伺

騎兵隊号御改称之義ニ付伺

軍用電信機取扱仮局へ小使
差置相成度伺
将校銃器處持之者處轄警視
署不届出様致度義伺

来ル廿二日行幸御発輦ニ付
（騎兵供奉につき達）
来ル廿二日午前第七時三十
分…（供奉につき達）

受領番号

肆１７号

－

肆１５号

参８号

参５号

－

参２１号

肆７２号

参２２号

白５７２８号

白５３８２号

－

肆８５号

白５６０６号

－

－

受領番号

参１７５２

壱３６０５

参１６

参２１７２

参１■１５

参２１３２

参４０

－

参２１５９

参２０９８

参１１８

参１２８

参９８

肆５９８

－

－

番号

水３

水１４

水２２

水２７

水２９

水３１

水３７

水３８

水３９

水４５

水４９

水５０

水５５

水６９

水８６

水８９

番号

水局１

水局２

水局４

水局１３

水局１５

水局２２

水局２６

水局２７

水局３０

水局４３

水局４６

水局４７

水局５０

水近６

水近１０

水近１１

簿
冊

１
月

簿
冊

１
月
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こ
の
圏
点
に
該
当
す
る
も
の
が
前
述
の
�誌
の
角
印
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
印
が
捺
さ
れ
た
文
書
の
一
部
は
『
陸
軍
省
日
誌
』
へ
日
付
順
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
捺
さ
れ
た
も
の
全
て
が
『
日
誌
』
に
収
録
さ
れ
て
は
お

ら
ず
、
更
に
大
幅
な
選
別
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

２
『
日
備
提
要
』
と
『
陸
軍
省
大
日
記
』

日
付
ご
と
に
例
規
を
収
録
し
た
『
日
誌
』
と
は
別
に
、
分
類
別
に
編
纂
さ
れ
た

刊
行
物
も
存
在
し
、
や
は
り
『
大
日
記
』
を
元
に
編
纂
が
な
さ
れ
た
。
次
の
史
料

は
そ
の
刊
行
物
に
関
わ
っ
て
秘
史
局
が
明
治
五
年
に
伺
い
、
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

【
史
料
二
】
秘
史
局
ヨ
リ
陸
軍
省
ヘ
伺

五
年
九
月
二
十
九
日
（
３６
）

当
局
章
程
中
ニ
条
例
編
輯
ノ
箇
条
有
之
候
ニ
付
去
ル
辛
未
年
ヨ
リ
大
日
記
ニ
依

リ
摘
要
編
輯
仕
居
候
得
共
、
尚
脱
漏
モ
可
有
之
ニ
付
、
今
般
更
ニ
左
ノ
通
リ
部

類
ヲ
分
チ
編
纂
致
候
ハ
ヽ
、
可
然
奉
存
候
、（
中
略
）
右
出
来
ノ
上
差
支
モ
無

之
候
ハ
ヽ
、
活
版
ニ
致
シ
諸
局
寮
司
ヘ
一
部
ツ
ヽ
配
達
致
置
候
ハ
ヽ
、
後
来
事

務
取
扱
ノ
益
ニ
可
相
成
、
此
段
伺
出
申
候
也

追
テ
本
文
御
許
可
ニ
相
成
候
ハ
ヽ
見
出
ノ
為
メ
部
類
ノ
頭
字
ヲ
印
ニ
彫
シ
大

日
記
ノ
編
輯
可
致
箇
条
ノ
上
ニ
押
シ
申
度
候
也

兵
制
部

地
理
部

兵
学
部

軍
律
部

服
制
部

給
養
部

銃
砲
部

儀
式
部

賑
恤
部

規
則
部

雑
部

大
日
記
に
捺
さ
れ
た
一
文
字
の
印
に
従
っ
て
条
例
編
集
が
行
わ
れ
、
活
版
印
刷

に
よ
り
各
部
局
へ
配
さ
れ
る
こ
と
が
定
ま
っ
た
。
そ
の
刊
行
物
に
該
当
す
る
も
の

は
、
明
治
六
年
の
陸
軍
省
達
（
３７
）よ
り
第
一
局
第
五
課
（
記
室
課
）
の
編
纂
す
る
『
日

備
提
要
』
で
あ
る
と
わ
か
る
。『
日
備
提
要
』
は
明
治
七
年
〜
一
二
年
に
か
け
て

お
よ
そ
月
ご
と
に
年
間
十
数
巻
が
発
行
さ
れ
、
重
要
な
達
・
伺
等
を
「
規
制
部
」

「
兵
制
部
」「
学
業
部
」「
儀
式
部
」
等
に
分
け
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
（
３８
）。
前
述

の
丸
印
に
は
�規
、
�兵
、
�学
、
�儀
な
ど
『
日
備
提
要
』
の
類
部
の
頭
字
に
対
応
す
る

文
字
が
確
認
で
き
、【
史
料
二
】
と
合
わ
せ
て
考
え
れ
ば
丸
印
は
『
日
備
提
要
』

編
纂
に
関
わ
っ
て
付
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。【
表
七
】
�
は
明

治
八
年
『
水
大
日
記
』
一
月
分
の
欄
外
上
印
と
『
日
備
提
要
』
の
関
係
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
が
、
水
第
六
九
号
を
例
外
と
し
て
丸
印
と
一
致
す
る
部
に
文
書
が
収

録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

【
表
七
】
�
は
同
様
に
明
治
一
〇
年
『
水
大
日
記
』
に
つ
い
て
示
し
た
も
の
で

あ
り
、
や
は
り
同
様
の
対
応
が
見
て
取
れ
る
。
前
掲
【
史
料
二
】
と
は
異
な
る
種

類
の
丸
印
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
ち
ら
は
次
の
史
料
の
通
り
明
治
九
年
に
定
め
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、【
史
料
二
】
の
印
を
代
替
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
確
認
で

き
た
限
り
で
は
明
治
一
三
年
時
点
で
は
全
て
こ
ち
ら
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。

【
史
料
三
】
規
則
掛
（
３９
）ヨ
リ
陸
軍
省
ヘ
申
出

九
年
一
月
二
十
九
日
（
４０
）

諸
規
則
編
纂
候
節
兼
テ
被
相
定
候
十
二
門
ニ
類
別
致
候
ニ
付
大
日
記
欄
外
ヘ
左

ノ
小
印
ヲ
捺
シ
抜
萃
ノ
符
号
ニ
致
度
候
間
、
其
筋
へ
御
掛
合
至
急
出
来
御
渡
相

成
度
此
旨
申
出
候
也

径
五
分
以
下
同
シ

條

服

軍

刑

褒

城

儀

学

非

進

兵

金

追
テ
朱
肉
入
印
顆
函
共
御
渡
相
成
度
此
旨
申
談
候
也

明
治
八
年
・
一
〇
年
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
丸
印
が
付
さ
れ
た
う
ち
の
一
部
の

み
が
『
日
備
提
要
』
へ
と
収
録
さ
れ
て
い
る
。
記
室
課
に
よ
る
編
纂
の
段
階
で
、
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や
は
り
さ
ら
な
る
選
別
が
加
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
日
備
提
要
』
は
明
治
一
一
年
末
の
第
一
局
伺
（
４１
）に
て
『
陸
軍
省
日
誌
』
へ
条
例

等
が
遺
漏
な
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
第
一
局
第
一
課
と
の
事
務
重
複
を

理
由
と
し
て
編
集
の
廃
止
が
願
い
出
ら
れ
、
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
同
年
代

の
類
部
別
編
纂
物
は
確
認
で
き
な
い
が
、
し
か
し
丸
印
は
『
大
日
記
』
上
部
に
捺

し
続
け
ら
れ
た
。『
日
備
提
要
』
の
分
類
は
後
に
編
纂
・
刊
行
さ
れ
る
『
陸
軍
成

規
類
聚
』
と
も
一
部
共
通
し
て
お
り
【
表
八
】、
そ
の
後
の
成
規
編
纂
と
の
連
続

性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

お
わ
り
に

以
上
、「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
を
中
心
と
し
て
明
治
前
期
陸
軍
省
の
文
書
処

理
・
保
存
に
つ
い
て
検
討
し
た
。「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
と
区
分
さ
れ
る
明
治
前

期
の
簿
冊
に
は
、『
陸
軍
省
大
日
記
』（
総
務
局
等
に
よ
っ
て
諸
書
類
が
来
翰
元
に

よ
り
編
纂
さ
れ
た
簿
冊
）
に
加
え
、
陸
軍
卿
官
房
お
よ
び
総
務
局
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
『
受
領
日
記
』・『
送
達
日
記
』、
さ
ら
に
処
理
が
完
了
し
た
文
書
が
陸
軍

省
の
記
録
部
局
で
あ
る
総
務
局
記
室
課
に
よ
っ
て
編
綴
さ
れ
た
簿
冊
群
な
ど
が
含

ま
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
と
し
、「
陸
軍
省
条
例
」
に
従
っ
て
処
理
規
定
を
確
認
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
実
際
の
史
料
の
検
討
か
ら
は
、「
陸
軍
省
条
例
」
に
規
定
さ

れ
た
文
書
処
理
、
す
な
わ
ち
各
部
局
に
お
け
る
『
大
日
記
』
へ
の
謄
写
と
処
理
済

文
書
の
記
室
で
の
一
貫
し
た
保
存
が
非
現
実
的
と
な
り
、
運
用
が
変
容
し
て
い
く

様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
上
で
、『
陸
軍
省
大
日
記
』
が
『
陸
軍

省
日
誌
』『
日
備
提
要
』
な
ど
の
刊
行
物
編
纂
に
活
用
さ
れ
る
た
め
の
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

記
室
へ
の
保
存
原
則
が
崩
さ
れ
、
ま
た
『
日
備
提
要
』
が
廃
止
さ
れ
た
明
治
九

〜
一
一
年
と
い
う
時
期
、
陸
軍
は
台
湾
出
兵
、
西
南
戦
争
を
経
験
し
、
よ
り
実
戦

的
な
組
織
へ
の
脱
皮
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
陸
軍
省
に
お
い
て
も
、
徴
兵
制
の
本

格
的
実
施
（
第
一
局
は
徴
兵
も
担
当
し
た
）、
参
謀
本
部
独
立
に
よ
る
軍
政
・
軍

令
の
二
元
化
と
い
っ
た
変
化
が
あ
っ
た
。
明
治
一
二
年
か
ら
の
総
務
局
時
代
に

「
精
緻
化
し
た
」
と
い
わ
れ
る
（
４２
）陸
軍
官
僚
制
の
整
備
過
程
に
お
い
て
も
興
味
深
い

事
象
と
い
え
る
。
ま
た
原
本
謄
写
原
則
の
崩
れ
は
、
明
治
一
八
年
の
内
閣
記
録
局

設
置
時
点
で
、
原
文
書
よ
り
編
纂
資
料
を
重
視
す
る
思
想
が
生
ま
れ
て
い
た
、
と

の
指
摘
（
４３
）と
も
共
通
す
る
、
明
治
期
の
公
文
書
保
管
制
度
の
変
容
を
示
す
も
の
と
も

【表八】

『陸軍成規類聚』分類
項目（M３０）
官制 官規
儀式 礼式
服制 徽章
賞典 恩給
兵籍 名簿
隊則
教育 演習 検閲
兵器 弾薬 器具材料
戒厳 徴発
衛生 身体検査
刑罰 監獄
馬政
会計 経理
兵役 補充 召集
雑
（国立国会図書館デジ
タルコレクション［永
続的識別子info : ndljp
／pid／７９８０７８］による）

『陸軍成規類聚』分類
項目（M２３）
文書
儀式 礼式
官制 服務
編制 隊則
教育 演習
会計 経理
衛生
軍隊配備 戒厳 徴発
兵役 補充 召募
官職 官規
服制 徽章
賞典 恩給
刑事 監獄
馬政
雑部
（国立国会図書館デジ
タルコレクション［永
続的識別子info : ndljp
／pid／７９８０７４］による）

『日備提要』分類項目
（M７～M１０分）
規制
兵制
出師（M１０）
学業
儀式
徽章
恩賞
刑法
給与
城堡／土地城堡
器械
雑
（国立公文書館所蔵本
［請求番号１８８－００１３］
による）
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言
え
る
だ
ろ
う
。

今
回
の
検
討
は
ご
く
限
ら
れ
た
年
代
の
、
偏
っ
た
残
存
簿
冊
を
用
い
た
も
の
で

あ
り
、
部
局
内
レ
ベ
ル
で
の
文
書
処
理
な
ど
、
検
討
の
不
十
分
な
点
は
多
い
。
本

研
究
を
基
礎
と
し
た
明
治
前
期
陸
軍
省
研
究
の
進
展
を
期
待
し
た
い
。

最
後
に
、
明
治
一
九
年
の
陸
軍
省
官
制
改
革
を
経
た
明
治
後
期
陸
軍
省
に
お
け

る
文
書
処
理
を
展
望
し
て
お
き
た
い
。
明
治
一
九
年
の
官
制
に
お
い
て
陸
軍
省
の

文
書
処
理
を
規
定
し
た
の
は
「
陸
軍
省
処
務
細
則
（
４４
）」
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
文
書

受
領
・
送
達
の
窓
口
を
従
来
の
卿
官
房
か
ら
総
務
局
第
一
課
へ
と
移
し
、
同
課
が

従
来
同
様
に
『
受
領
日
記
』・『
送
達
日
記
』
を
管
理
し
た
。『
大
日
記
』
に
関
し

て
は
「
陸
軍
省
ノ
日
記
ハ
総
務
局
第
一
課
ニ
之
ヲ
管
シ
、
一
切
ノ
公
文
書
ニ
就
キ

其
後
来
ノ
考
拠
引
証
ト
ナ
ル
ヘ
キ
要
件
ヲ
成
ル
ヘ
ク
簡
短
ニ
記
注
シ
之
ニ
属
ス
ル

審
按
書
モ
共
ニ
綴
リ
置
ク
者
ト
ス
、
其
他
各
局
各
課
ニ
ハ
日
記
ノ
簿
冊
ヲ
備
フ
ル

ヲ
許
サ
ス
」（
第
二
六
項
）
と
さ
れ
、
継
続
し
て
総
務
局
第
一
課
の
主
管
と
な
っ

た
。
た
だ
し
そ
れ
以
外
の
部
局
で
は
『
日
記
』
を
備
え
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
（
４５
）、
総

務
局
の
『
陸
軍
省
大
日
記
』
は
陸
軍
省
全
体
を
代
表
す
る
性
格
を
持
た
さ
れ
て
い

る
。
実
際
に
残
る
『
大
日
記
』
を
確
認
す
る
と
、
従
来
と
同
じ
く
公
文
書
原
本
が

綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
で
従
来
記
室
に
お
い
て
作
成
・
保
存
さ
れ
た
発
簡
元
別

簿
冊
は
姿
を
消
し
て
お
り
、『
大
日
記
』
へ
の
一
本
化
が
図
ら
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
そ
の
記
室
も
ま
た
第
一
課
の
管
轄
と
さ
れ
て
お
り
、
総
じ
て
、
文
書
処
理
の

一
元
化
が
図
ら
れ
た
改
革
で
あ
っ
た
と
総
括
で
き
る
だ
ろ
う
。

註（
１
）
総
説
的
な
研
究
と
し
て
は
、
高
橋
喜
太
郎
「
明
治
前
期
を
中
心
と
し
た
政

府
の
記
録
組
織
の
変
遷
等
に
つ
い
て
」（
岩
倉
規
夫
・
大
久
保
利
兼
編
『
近

代
文
書
学
へ
の
展
開
』
柏
書
房
、
一
九
八
二
年
）、
渡
辺
佳
子
「
明
治
期
中

央
行
政
機
関
に
お
け
る
文
書
管
理
制
度
の
成
立
」（
安
藤
正
人
・
青
山
英
幸

編
『
記
録
史
料
の
管
理
と
文
書
館
』
北
海
道
大
学
図
書
刊
行
会
、
一
九
九
六

年
）、
佐
藤
大
悟
「
明
治
太
政
官
期
の
修
史
部
局
に
お
け
る
記
録
管
理
」

（『
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
究
篇
』
一
五
号
、
二
〇
一

九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
）
小
池
聖
一
『
近
代
日
本
文
書
学
研
究
序
説
』（
現
代
史
料
出
版
、
二
〇
〇

八
年
）、
黒
沢
文
貴
「
日
本
外
務
省
の
文
書
行
政
」（
小
名
康
之
編
『
近
世
・

近
代
に
お
け
る
文
書
行
政
』
有
志
舎
、
二
〇
一
二
年
）
ほ
か
。

（
３
）
中
野
目
徹
『
近
代
史
料
学
の
射
程
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
ほ
か
。

（
４
）
原
剛
「
陸
海
軍
文
書
の
焼
却
と
残
存
」（『
日
本
歴
史
』
五
九
八
号
、
一
九

九
八
年
）

（
５
）
田
中
宏
巳
「
米
議
会
図
書
館
（LC

）
所
蔵
の
旧
陸
海
軍
資
料
に
つ
い

て
」（
同
編
『
米
議
会
図
書
館
所
蔵

占
領
接
収
旧
陸
海
軍
資
料
総
目
録
』

東
洋
書
林
、
一
九
九
五
年
）

（
６
）
「
陸
軍
省
大
日
記
類
」
の
呼
称
は
ア
ジ
歴
の
解
説
文
に
拠
る
。

（
７
）
箱
石
大
「
新
政
府
に
よ
る
諸
藩
編
制
と
軍
事
関
係
文
書
の
管
理
」（『
明
治

維
新
史
研
究
』
一
七
号
、
二
〇
一
九
年
）

（
８
）
文
書
番
号
は
以
下
の
通
り
区
分
さ
れ
る
。
明
治
一
九
年
三
月
以
降
を
前
提

と
す
る
整
理
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
前
も
同
様
の
番
号
体
系
が
確
認
で
き
る
。

�
陸
達
号：

陸
軍
全
般
に
配
布
す
る
令
達

�
送
甲
号：

部
外
に
対
す
る
日

常
の
往
復
文
書

�
送
乙
号：

秘
密
・
普
通
事
項
の
令
達
ま
た
は
日
常
の
訓

令
な
ど
�
送
丙
号：

軍
事
機
密
に
関
す
る
事
項

�
密
発
号：

行
政
・
軍
令

事
項
に
わ
た
る
も
の
。

明
治
四
〇
年
以
後
は
行
政
事
項
の
令
達
を
、
陸
達
号
（
永
久
的
）・
陸
機
密

号
（
軍
事
機
密
）・
陸
密
号
（
秘
密
）・
陸
普
号
（
そ
の
他
）
に
区
分
し
た
。
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（
９
）
近
藤
新
治
「
陸
軍
省
・
海
軍
省
」（『
日
本
古
文
書
学
講
座
』
第
九
巻
近
代

編
一

雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
九
年
）。
同
「
軍
令
機
関
文
書
」（
同
）
に
加

え
、
大
正
期
に
つ
い
て
は
服
部
雅
徳
編
『
陸
軍
省
大
日
記
史
料
集
〈
大
正

篇
〉』
第
一
巻
序
章
（
東
洋
書
林
、
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
こ
の
ほ
か
、

よ
り
広
い
範
囲
で
陸
海
軍
文
書
の
様
式
や
性
格
を
整
理
し
た
原
剛
「
陸
海
軍

文
書
に
つ
い
て
」（『
戦
史
研
究
年
報
』
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
や
、
森
松
利

夫
「
公
的
研
究
機
関
」（『
軍
事
史
学
』
一
四
巻
二
・
三
号
合
併
号
〈
国
際
軍

事
史
学
会
年
報

日
本
版
〉、
一
九
七
八
年
）
も
参
照
。

（
１０
）
「
欧
密
大
日
記
」
な
ど
。
欧＝
一
次
大
戦
な
ど
各
戦
役
の
符
号
が
付
さ
れ

る
。

（
１１
）
但
し
、
明
治
一
九
年
よ
り
前
の
年
代
が
表
記
さ
れ
た
「
壱
大
日
記
編
冊
補

遺
」
等
の
表
題
の
簿
冊
も
存
在
す
る
（Ref.C

04026908200

ほ
か
四
点
程
）。

同
資
料
内
に
あ
る
明
治
三
四
年
九
月
付
の
庶
務
課
に
よ
る
覚
書
に
は
、
同
年

発
見
さ
れ
た
未
整
理
書
類
を
仮
に
部
類
に
分
け
編
冊
し
た
と
あ
り
、
同
時
代

的
な
成
立
で
は
な
い
。

（
１２
）
斎
藤
達
志
「
日
本
軍
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
研
究
」（
国
立
公
文
書
館

編
『
平
成
二
五
年
度
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
研
修
�
修
了
研
究
論
文
集
』
同
館
、
二

〇
一
三
年
）

（
１３
）
熊
本
史
雄
「
外
征
・
軍
政
関
係
官
庁
に
お
け
る
公
文
書
管
理
」（
中
野
目

徹
・
熊
本
史
雄
編
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
・
中
央
行
政
機
関

編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）

（
１４
）
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
画
像
を
利
用
し
た
（
永
続

的
識
別
子info

:ndljp/pid/994222

（
陸
海
軍
官
制

陸
軍
第
一
）、info

:
ndljp/pid/994223

（
同

陸
軍
第
二
））

（
１５
）
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
・
中
央
行
政
機
関
編
』
陸
軍
省
九
。

（
１６
）
「
兵
部
省
陸
軍
条
例
」＝

同
二
、「
省
中
書
類
〜
」＝

同
三
。

（
１７
）
明
治
一
二
年＝

『
法
規
分
類
大
全

兵
制
門

陸
海
軍
官
制

陸
軍
第

一
』p.421-

、
一
四
年＝

同p.438-

、
一
六
年＝

p.456-

（
１８
）
通
報
・
軍
務
・
庶
務
を
担
当
。
兵
部
省
陸
軍
部
秘
史
局
（M

4.7

）
↓
陸

軍
省
第
一
局
（M

6.4

）
↓
同
総
務
局
（M

12.10

）

（
１９
）
改
正
以
前
の
規
定
で
は
、
常
常
一
等
の
印
を
捺
し
、
優
先
度
お
よ
び

担
当
部
局
を
指
示
し
た
。

（
２０
）
資
料
群
階
層
は
「
防
衛
省
防
衛
研
究
所
〉
陸
軍
省
大
日
記
〉
陸
軍
省
大
日

記
〉
陸
軍
省
大
日
記
〉
陸
軍
省
大
日
記
」。
防
衛
研
究
所
の
請
求
記
号
で
は

「
陸
軍
省
―
大
日
記
―
＊
＊
＊
」
に
該
当
す
る
。

（
２１
）
第
五
局
（M

6.4-

）
は
監
督
部
・
軍
吏
部
・
会
計
事
務
を
担
当
。
第
八

課
は
会
計
議
案
・
監
督
部
・
軍
吏
所
属
・
退
職
料
な
ど
。M

12.10

会
計
局

へ
改
組
。

（
２２
）
兵
部
省
陸
軍
部
参
謀
局
（M

4.7

）
↓
陸
軍
省
第
六
局
（M

6.4

）
↓M

7.2

廃
止→

参
謀
局
再
置
（M

7.6

）
↓
陸
軍
省
よ
り
独
立
、
参
謀
本
部
へ
改

称
（M

11.12

）

（
２３
）
「
陸
軍
省
ヨ
リ
第
一
局
ヘ
達
」（M

6.7.18

）『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第

二
』pp.72~76

（
２４
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』pp.107-

。

（
２５
）
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
・
中
央
行
政
機
関
編
』
陸
軍
省
二

八
。

（
２６
）
例
え
ば
、
第
三
局＝

砲
兵
局
に
つ
い
て
、「
砲
兵
局
僚
属
事
務
分
掌
順

序
」（M

15.5

改
正
、
前
掲
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』
に
よ
る
。
以

下
同
）
で
は
各
課
の
主
管
帳
簿
と
し
て
庶
務
掛：

甲
〜
辛
・
發
大
日
記
、
受

付
掛：

壬
・
癸
大
日
記
を
挙
げ
て
い
る
。
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（
２７
）
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
・
中
央
行
政
機
関
編
』
陸
軍
省
二

五

（
２８
）
内
容
・
性
格
に
つ
い
て
は
中
野
目
前
掲
書
を
参
照
。

（
２９
）
内
容
か
ら
い
っ
て
「
陸
送
甲
」
番
号
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
（
前
掲
注
８

参
照
）。

（
３０
）
後
述
す
る
文
書
量
増
大
の
た
め
か
、
こ
の
時
期
に
は
『
水
大
日
記
』
に
お

い
て
従
来
の
「
総
水
」
番
号
を
「
総
水
局�

」（
局�

部
）「
総
水
参�

」（
参�

謀
本

部
）
な
ど
に
細
分
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
『
金
大
日
記
』
で
も
確
認
で
き

る
。

（
３１
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』pp.85-87

（
３２
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』pp.92-93

（
３３
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』pp.57-61

（
３４
）
朝
倉
治
彦
「
書
誌
覚
書
」（
同
編
『
近
代
史
史
料

陸
軍
所
日
誌
十
』
東

京
堂
出
版
、
一
九
八
九
年
）。
活
版
に
よ
り
官
員
の
任
免
や
重
要
法
令
・
達

等
を
刊
行
し
た
も
の
で
、
年
間
十
数
号
が
発
行
さ
れ
た
。
明
治
一
六
年
の

『
官
報
』
発
行
に
伴
い
同
年
六
月
に
終
刊
と
な
る
。
陸
軍
省
で
は
ほ
か
に

『
陸
軍
省
年
報
』『
週
報
』『
日
報
』
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
と
『
大

日
記
』
の
関
係
は
現
在
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
３５
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』p.67

明
治
五
年
六
月
「
陸
軍
省
記

録
」

（
３６
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』p.68

（
３７
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』p.70

（
３８
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
の
も
の
を
参
照
し
た
（
請
求
番
号188

―

0013

、188

―0014

、188

―0015

）。
陸
軍
省
の
例
規
を
類
部
に
分
け
編
纂
し

た
も
の
と
し
て
は
「
公
文
別
録
」
中
『
衆
規
淵
鑑
』
が
存
在
す
る
が
（
朴
完

「
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
別
録
」
に
関
す
る
一
考
察
」『
東
京
大
学
日
本

史
学
研
究
室
紀
要
』
一
六
号
、
二
〇
一
二
年
）、
そ
ち
ら
と
の
関
係
は
現
在

の
と
こ
ろ
不
分
明
で
あ
り
、
今
後
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。

（
３９
）
総
務
局
庶
務
課
に
て
簿
冊
『
大
日
記
摘
要
』
を
主
管
し
た
。

（
４０
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』pp.91-92

（
４１
）
『
法
規
分
類
大
全

陸
軍
第
二
』p.104

（
４２
）
前
掲
熊
本
史
雄
「
外
征
・
軍
政
関
係
官
庁
に
お
け
る
公
文
書
管
理
」

（
４３
）
中
野
目
徹
「
内
閣
記
録
局
の
公
文
編
纂
」（
同
『
書
生
と
官
員
』
汲
古
書

院
、
二
〇
〇
二
年
）

（
４４
）
『
近
代
日
本
公
文
書
管
理
制
度
史
料
集
・
中
央
行
政
機
関
編
』
陸
軍
省
三

四
、
陸
軍
省
達
乙
一
九
号

（
４５
）
他
の
部
局
で
は
収
受
し
た
文
書
に
つ
い
て
『
日
録�

』
へ
摘
要
を
記
録
す
る

こ
と
と
さ
れ
た
。
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